
 

 

 

 

 

 

森林の恵みや山村への理解を深める 

「キノピー教室」を開催します！ 

 

 森林には、水を貯えたり水質を浄化したりする働きや、土砂の流出を防ぐ働きなど、私たちの生活に欠か

せない様々な機能があります。これらの機能を守り、維持していくためには、適切な森林の施業や管理が必

要であり、そんな林業を支える上で山村は大きな役割を果たしてきました。 

現在、特に振興を図るべき山村（振興山村※１）は、県の森林面積の７５％を占める一方で、人口の５％程

度と、少ない人口で多くの森林を支えている状況です。 

こうした森林の恵みや山村への理解・関心を次世代に繋いでいくため、紀の国ふるさとづくり協議会※２

は、西牟婁管内の下記の施設で「キノピー教室」を開催します。 

 

１．日時：別紙のとおり 

      
２．内容  

  ・紙芝居の読み聞かせで、子供たちに分かりやすく森林の働きや大切さを伝えます。 

・紀の国ふるさとづくりマスコットキャラクター「キノピー」も登場します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考】昨年度の実績 
西牟婁管内：２園(７０名)【県内全体：４１園(２，０５９名)】 

 

 
※１振興山村とは、林野率７５％以上かつ人口密度1.16人/町(≒ ha)未満であり、産業基盤や生活環境の面から、

特にその振興を図ることが必要であるとして「山村振興法」に基づき指定された区域です。 

※２紀の国ふるさとづくり協議会は、県と県内全市町村で構成され、広報活動・「キノピー教室」・絵画コンク

ールなどを通して、山村の役割や魅力の普及・啓発活動を行っています。 

※取材にお越しいただける方は、事前に担当までご連絡をお願いします。 

※なお、当日取材に来られない方におかれましても、ご連絡いただければ後日に写真を提供いたします。 

令和５年１１月 ８日 資料提供 

担当課 西牟婁振興局 農林水産振興部 林務課 

担当者 山下 

電話(直通) ０７３９－２６－７９１１ 

【写真】 

キノピー教室の様子 

紀の国ふるさとづくりマスコットキャラクター 

キノピー 


